
平成 24 年度船来山春の赤彩古墳の館特別開館 実績 

 
平成 24 年 4 月 28 日から 5 月 6 日まで、船来山富有柿の里「古墳と柿の館」、「赤彩古墳の

館」にて、春の特別開館を行いました。229 人の来館者があり、大変盛況でした。 
 
古墳と柿の館館内では、古代本巣の豪族と本巣市の古墳にちなんで、企画展「本巣国造～

その秘宝～」を開催しました（6 月 3 日まで）。 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲企画展の様子 
5 月 6 日までは、普段は市外に収蔵されている伝文殊古墳出土車輪石（名古屋市博物館蔵）、

2 枚の鏡、石釧などの宝珠古墳出土品（個人蔵、岐阜市歴史博物館寄託）の実物展示を行い

ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲親子歴史体験教室 
船来山古墳群や文殊・宝珠古墳出土品にちなんで、出土品そっくりに手作りする「親子歴

史体験教室」を開催しました。71 人の参加があり、盛況でした。 
今回は「鏡」（内行花文鏡）、「埴輪」、「埴輪ストラップ」、「ガラス風勾玉」、「勾玉・管玉」

「石包丁」を作り、古代米（赤米）の田植え体験を行いました。また、船来山遊歩道の中

にある前方後円墳「船来山 62 号墳」を探検し、「紙すき体験」を行いました。 


